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自立と社会参加に向けた
高校生支援のあり方をさぐる

京都府立桃山養護学校
ももやま地域支援センター長

吉田 美種

北部視覚支援センター
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城陽養

丹後地域教育支援
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与謝の海養
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向日が丘相談・支援センター

ももやま地域支援
センター

南山城相談支援センター
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中丹養

丹波養

桃山養

向日が丘養 南山城養

盲学校
聾学校

巡回相談チームのある支援センター 教育局と特別支援学校の連携
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平成２０年度の教育相談

・総数８５６件（保幼２３件、小学校３３９件、
中学校２４７件、高等学校２４７件）

高等学校３２校 高校生６８名

特徴：

①高等学校からの相談が多い。

②高校生の「自立と社会参加」に視点をおいた支援

③保幼小中では、「今」の支援と「将来」を

視野にいれた支援

高校生支援①

• 高校生の教育相談の主訴

• 進級問題（成績不良、欠席が多い、提出物
が出せない、留年生の問題）

• 対人関係、社会性の問題、「行動」の問題、
友だちや教師との関係

• ２次的な障害（うつ、脅迫神経症、リストカッ
ト、精神的な不安）

• 進路選択の問題・虐待の可能性

• 生活スキルの問題
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高校生支援②

・主訴をふまえて

・教育相談活動

・研修会の講師として連携

・ジョブチャレンジセミナー開催

・キャリア教育とライフスキル教育の研修等で

「社会的自立をめざす支援を！」

相談の中で大切にしていること

・本人の自己肯定感がたかまる方向

・実際の問題を解決する。

（単位修得、登校 援助、テスト対策、行事

参加、提出物の出し方）

・高校卒業後の進路も話し合い、本人の自

覚を促す。家庭支援（食事、睡眠、お小遣

い等）も視野に入れて、福祉と連携していく。

・主治医や児童相談所との連携
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まとめ

（学習面や行動面での支援をして、大学に進学で
きても、自立の課題は先送りされただけであ
る。）

・高等学校の支援は、社会的自立の視点が必要
になってくる。（ソーシャルスキル、コミュニケー
ションスキル、就労体験等）

・キャリア教育の視点

・自己理解力、自己表現力の育ちを援助


